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笑顔おどる「粋」な、まち！ ～明るいとくしまの実現～

はじめに

本年は１９５７年（昭和３２年）に産声をあげた社団法人徳島

青年会議所が６０歳の誕生日を迎える年です。

徳島青年会議所設立趣意書の初めに「青年は高度社会への推

進力であり、祖国日本の生成発展への道もまたわれわれ青年の双

肩にかかっています。われわれはこの自ら誇りとする青年の意気

と情熱を確信して互に団結し相助け、戒め、その知性と体力の向上

によって将来における経済社会を担うための用意をし、その指導

力の養成に努め、もってこの重責にこたえるため、ここに徳島青

年会議所を設立するものであります。」という文面があります。

これをもとに設立され、修練・奉仕・友情の三信条を基盤とし、青

年としての英知と勇気と情熱をもって明るい豊かな社会を築き

上げるよう努力してまいりました。

我々は先輩諸氏が構築してきた強固な組織や多岐にわたるネッ

トワーク基盤の上に立ち、組織としての更なる飛躍と、先人が築

き上げた素晴らしい徳島を次代の人々へと引き継ぐため、中長

期計画を提示する必要があると考えました。

「笑顔おどる「粋」な、まち！ ～明るいとくしまの実現～」この

タイトルは天下を藍色で覆ったとも言われる程に栄えた「粋」

な阿波商人のイメージから名づけました。本来「粋」とは、意気

と書き、あふれる元気や気概を示しており、積極的な心をあらわ

します。そして、「笑顔おどる粋な、まち」とは、元気あふれるま

ちにしたいという意志であり、市民が「積極的な心」を持つ、つ

まりは青年会議所の目指すＡｃｔｉｖｅ Ｃｉｔｉｚｅｎｓの実現を意味します。

その実現のためにも現在、徳島青年会議所が置かれている立場

を多角的に見つめ直し、徳島の明るい豊かな社会に向けて道標

となる中長期計画を策定します。

公益社団法人日本青年会議所は J C I に属し、世界平和の実現

のため、そして日本各地に法人を設立し、一般社団法人徳島青年

会議所（以下徳島 J C ）は地域益を最大化すべく、J C 宣言文

に則した運動を展開する組織として存在しています。

そして２０１７年に、創立６０年を迎える団体となり、２０１７年

８月１日現在、会員数１４６名の青年経済人を有する組織で

す。
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笑顔おどる「粋」な、まち！ ～明るいとくしまの実現～

人口問題

徳島青年会議所の運動を推進するために、
我々が分析する現状について。

◎人口減の現実
２０２５年頃には、戦後のベビーブーム世代が全て後期高齢者

となり、日本に超高齢化社会が到来する節目として今後１０年間

は非常に重要な期間となります。そして、現在日本全体でも少子

化が進行し、１９２０年の国勢調査開始以来、初めて日本の総

人口が減少しました。徳島市においても１９９５年に約２６万

９千人をピークとし、その後減少傾向になり、２０１５年には約

２５万９千人となっています。また、経済力は東京一極に集中し、

地方都市における経済力の低下が課題となっています。さらに、

大都市への人口流出や域外への消費の流出、中心市街地の活力

低下がみられます。

◎生産人口減少における労働の仕組みの激変
生産人口はすでに減少状態に入り、徳島県では２０１７年５月、

４６年間の統計史上、最も高い有効求人倍率を記録しました。し

かしそれは好景気によるものではなく、人手不足、つまり現在の

働き方では、労働者の数が足りておらず、将来も不足し続けるこ

とが容易に推測できます。

人口が減ることの事実を受け入れる！
徳島 J Cとしてこの推移、将来推計について、事実として受け入れ

る一方、来る人口減の時代に、徳島の経済活動や豊かな市民生

活などが持続可能となるべく運動を行っていく必要があります。

日本の人口推移・将来推計（中位）

徳島県の人口　推移と将来推計 徳島市における人口推移と人口推計
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規　模 30年確率

M8～M9
クラス

南海トラフの
地震 60～70％

南海トラフ全域で、規模、発生確率を評価

地形、歴史記録、地震活動等から、
震源域となり得る領域を評価 多様なパターンの地震が発生

M9.1
最大クラス

M8.7

M8.5

M8.2

環境問題

笑顔おどる「粋」な、まち！ ～明るいとくしまの実現～

◎人的要員による自然環境問題
今世紀中に世界の温室効果ガス排出量を実質ゼロにすることを

目指す協定が発効され、脱炭素化社会の構築に向けた取り組み

を加速しています。生活排水や自動車排気ガスなどによる都市

生活型の環境汚染が問題となっており、環境への負荷が少ない

社会構築に向けた取り組みが進んでいます。

災害は必ず来る！
地球環境を守ることは我々人類の使命である！
徳島 J C は災害に対して、常に危機感を持ち様々な状況を想定

しながら、各地の青年会議所との連携を密にし、行政や地域との

繋がりを強固にしなければなりません。そして、持続可能な地域

となるべく、運動を行っていく必要があります。

地震調査研究推進本部事務局
南海トラフの地震活動の長期評価(第二版) 概要資料

徳島市危機管理課
　徳島県南海トラフ巨大地震被害想定(第二次)の概要

想定結果

主
な
想
定
結
果（
定
量
被
害
）

想定地震
南海トラフの巨大地震（M=9.0）を対象

徳島県津波浸水想定徳島県津波浸水想定

震度分布図震度分布図 液状化危険度分布図液状化危険度分布図

○ライフライン被害
・上水道（断水率）
直後 １日後 １週間後 １ヶ月後
92% 73% 56% 22%

・下水道（支障率）
直後 １日後 １週間後 １ヶ月後
79% 79% 26% 1%

・電力（停電率）
直後 １日後 ４日後 １週間後
98% 72% 47% 38%

・通信＜固定電話＞（不通率）
直後 １日後 １週間後 １ヶ月後
98% 75% 34% 14%

・ガス＜都市ガス＞（停止率）
直後 １日後 １週間後 １ヶ月後
100％ 100% 63% 0%

○交通施設被害
・道路： 被害箇所数 1,600箇所
・鉄道： 被害箇所数 550箇所
・港湾： 被害ﾊﾞｰｽ数 220箇所

防波堤被災延長 6,000ｍ

○生活支障等（最大）
・避難者： 362,600人
・入院需要：  9,300人
・廃棄物： 1,600～2,200万ﾄﾝ
・仮設住宅： 70,200戸
・孤立集落： 140集落

○経済被害
・直接経済被害： 6兆4,000億円

◎切迫する自然災害リスク
今後３０年以内に７０％程度の確率で発生すると言われる南海

トラフ地震を始め、風水害などの自然災害のリスクに備えるソフ

ト・ハード両面の取組みを進める必要があります。行政の力だけ

で対応することは不可能であり、市民一人ひとりがそれぞれの役

割を果たす「自助」「共助」による地域防災力の強化を図る必

要があります。
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技術基盤

グローバル展開の加速（生産拠点の再配置、中小企業の海外展開
の加速、等）
新たなビジネスモデルによる付加価値増（レベニュー・シェア、
リース /保険連動、等）
省人化の促進（機械の稼働状況、電力やガスの検針、集金）
対応の迅速化 /オペレーション効率の向上（監視管理、予防保全、
物流倉庫の削減、デマンドレスポンス等）

データ分析の高度化（マーケティング・故障原因の推定、天候・
防災シミュレーション等）
ビッグデータの蓄積 (天候・物流・人や機械の移動等の履歴）

応用・利活用

ビジネス基盤

（出典）総務省「グローバルICT産業の構造変化及び将来展望等に関する調査研究」（平成27年）

笑顔おどる「粋」な、まち！ ～明るいとくしまの実現～

◎グローバル化の進展
自由貿易の推進に向けた動きや、海外投資の増大、訪日外

国人の増加など、グローバル化が進展しています。このよ

うな世界的経済情勢の変化が、地域経済に大きく影響して

おり、国際化への対応が全国各地で進められています。

新しい時代を受け入れる！
徳島 J Cは過去にとらわれず、常に新しい社会情勢を見極

め、時代に即した未来を見据える運動展開をする必要があ

ります。

進化する社会
◎高度情報化の進展
情報通信技術（I C T：Information and Communication Technology）

が進化を続ける中、いつでもどこでもネットワークにつながるユ

ビキタスネットワーク社会という概念が、「モノのインターネット」

（ I o T :Internet of Things）となり、その中で生まれたビッグデー

タと呼ばれる巨大で複雑なデータ集合体をどのように利活用す

るかが産官学で研究されています。

これらの変化は、各産業のビジネスや産業構造そのものに大き

な変革をもたらし、市民の生活にも影響を与えています。効率や

利便性が向上する中、セキュリティリスクの増大やデジタル・ディ

バイドと呼ばれる「インターネットやパソコン等の情報通信技術

を利用できる者と利用できない者との間に生じる格差の拡大」

といった問題も生じています。

我が国の情報化投資の推移

I o T によるビジネスへのインパクト

インターネットにつながるモノ（ I o Tデバイス）の数
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まち
づくり

ひと
づくり

組織
づくり

現状のまとめ 笑顔おどる３つの像

笑顔おどる「粋」な、まち！ ～明るいとくしまの実現～

人口問題

課題は何十、何百、何千もあります。
我々の考える課題解決のアプローチは
何万通りもあります。

人口が減ることの事実を受け入れる！
徳島 J Cとしてこの推移、将来推計について、事実として受け入

れる一方、来る人口減の時代に、徳島の経済活動や豊かな市民生

活などが持続可能となるべく運動を行っていく必要があります。

環境問題
災害は必ず来る！
地球環境を守ることは我々人類の使命である！
徳島 J Cは災害に対して、常に危機感を持ち様々な状況を想定

しながら、各地の青年会議所との連携を密にし、行政や地域との

繋がりを強固にしなければなりません。そして、持続可能な地域

となるべく、運動を行っていく必要があります。

進化する社会
新しい時代を受け入れる！
徳島 J C は過去にとらわれず、常に新しい社会情勢を見極め、時

代に即した未来を見据える運動展開をする必要があります。

～求めるものはひとつです！ 徳島の笑顔～

づくり
組織
づくり

笑顔おどる
「粋」な、まち！
～明るいとくしまの実現～
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笑顔おどる３つの像まちづくり

笑顔おどる「粋」な、まち！ ～明るいとくしまの実現～

まち
づくり

未来の
笑顔

豊かな
笑顔

安心で
笑顔

未来の笑顔！
●観光：阿波踊り、四国遍路、アウトドア　産業：藍染、木工、ＬＥＤ　様々な資源等の強みを生かし、
人口減少の進行に伴う地域経済の縮小に歯止めをかけるとともに、グローバル化にも対応したま
ちづくりを行います。

豊かな笑顔！
●全国的に注目される水とともに発展した「水都」であり、眉山や城山等においても緑に恵まれた
豊かな自然環境があります。その環境を生かし、次世代を育み、高齢者や障がい者など、誰もが安
心して活躍できる持続可能なまちづくりを行います。

安心で笑顔！
●南海トラフ地震などの大規模自然災害等のリスクが高まっており、市民、事業者と行政が一体と
なった防災体制を整えるとともに、地域の特性を生かして、環境に優しく、安全で安心なまちづくり
を行います。

●徳島らしい文化・資源を継承し、発展させよう！
●世界の多様化に対応したまちを目指そう！

●「安心」「豊かな」「美しい」徳島をつくろう！
●持続可能な環境型社会を目指そう！

●防災に強い安全で安心な、徳島を目指そう！
●徳島らしい生活環境をつくろう！
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笑顔おどる３つの像

笑顔おどる「粋」な、まち！ ～明るいとくしまの実現～

ひと
づくり

文化で
笑顔

健康で
笑顔

つながる
笑顔

ひとづくり

文化で笑顔！
●これまで受け継がれた歴史や伝統から優れた文化・芸術がうまれ、それらに親しむ機会は地域の経
済に良い影響を与えるとともに、人びとの心を豊かにしています。文化活動を通じた交流を促進し、
文化の担い手となる人財や、社会貢献を支える人財を育成します。

健康で笑顔！
●恵まれた自然とスポーツを通した健康を結びつけ、「観る」「する」「支える」観点で心身とも
に健康を促進します。それぞれの体力や年齢、技術、興味、目的に応じて運動やスポーツを親しむと
ともに、夢と希望溢れる次世代を担う子どもたちへスポーツに触れる機会を創出できる人財を育成
します。

つながる笑顔！
●まちで暮らす人びとが主役のまちづくりに向けて、自発的・活発的に参加できるよう行政と協力し
地域コミュニティが核となる持続可能な地域自治を推進します。ワークショップが円滑に動き目的
を達成できるように、創造・変革・合意形成等を支援するファシリテーター（協働促進者）としての人
財を育成します。

●歴史と文化・芸術を継承するひとを育成しよう！
●社会に貢献できるひとを育成しよう！

●地域スポーツに貢献し、機会を創出できるひとを育成しよう！
●健康を促進し、夢と希望溢れる青少年を育成しよう！

●コミュニティを牽引するリーダーを育成しよう！
●地域のファシリテーターとなるひとを育成しよう！
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笑顔おどる３つの像

笑顔おどる「粋」な、まち！ ～明るいとくしまの実現～

組織
づくり

修練と
笑顔

奉仕と
笑顔

友情と
笑顔

組織づくり

奉仕と笑顔！
●人と人の関わり方は時代によって変化していますが、大事なことは常に率先して、自分の身を厭わ
ず何事もやり遂げる奉仕の精神です。優しさ、義理人情、思いやりといった利他の心を持った組織を
構築します。

友情と笑顔！
●個人の力には限界があり、個人では出来ないことも組織の力を持って実行すれば実現可能となり
ます。その力を最大限に発揮するには個人の相互の理解と友情がなければ成功しません。この友情
の結びつきが青年会議所内だけでなく、地域の市民、各諸団体、また地域を越えて、世界へ友情を
広げ平和に貢献できる組織を構築します。

修練と笑顔！
●徳島青年会議所は対内対外活動を通して自己研鑚が出来る場所です。 積極的な自己研鑚を行うた
めの学びや気づきの機会が多くあります。新しい見識を自分の言葉で伝えられるリーダーシップを
持った人財を育成し、魅力ある組織を構築します。

●利他の心と奉仕の精神をもった組織になろう！
●常に私事と捉え、率先して実践する組織になろう！

●相手の立場に立って、実践する組織になろう！
●組織の在り方を考え、組織力を高めよう！

●見識を養い、リーダーシップを発揮する組織になろう！
●意識変革をもって、品格を醸成しよう！
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笑顔おどる「粋」な、まち！ ～明るいとくしまの実現～

徳島青年会議所６０周年の新たな宣言

「徳島青年会議所ここにあり！！」
徳島青年会議所を今日まで育てていただいた先輩諸氏の言葉
です。我々は地域におけるファシリテーターとして唯一、随一の
集団であると自負いたします。それはおごりでもなく、「我々がや
らなければ！」という強い責任感からくるものです。地域から求め
られる前に、まず動き！行動力を持って存在を示す。徳島の明る
い未来のために。

ここに、我々徳島青年会議所の目標として、実行することを宣言
いたします。

笑顔おどる「粋」な、まち！
～明るいとくしまの実現～

総　括

SWOT分析
（1）徳島 J C の「機会・脅威」「強み・弱み」 ※内部からの分析

◎市民の社会貢献意識の向上
◎市民のライフスタイル多様化
◎行政、企業、地域社会、各種団体それぞれを結び
つけるコーディネーター役の必要性
◎単年度制による活性化
◎外国人観光客の増加

◎地域経済の低迷による影響
◎専門性を有した各種団体の台頭
◎急速な時代の変革スピード
◎各種団体担当者異動による継続性
◎各事業所の減少
◎ J C 単体による運動の制限

◎単年度制による運動・事業の継続
◎情報発信ツールの組織化
◎提言等に対する進捗管理
◎各種団体との組織的連携の継続
◎入会３年未満のメンバーが多い
◎事業実施までのプロセスに時間がかかる
◎認知度がそれほど高くない

笑顔おどる
徳島には世界に誇る「おどり」があります。
阿波踊りは誰のものでもない市民のものです。踊
るものも観るものもすべてが笑顔です。笑顔があ
れば、幸せであることは間違いありません。
徳島青年会議所は笑顔にとことんこだわります！

「粋」な、まち
過去に活躍した阿波商人は広域に渡り、活発な経
済活動を行っていました。阿波商人たちは藍で染
めた着物を「粋」に着こなし、このまちは笑顔で溢
れ、日本全国へとこの笑顔は拡散していきました。
時代は変わっても、まちのあるべき理想は変わりま
せん。徳島青年会議所は、まちがより活性化し、魅
力的な地域となるべく、活動し続けます！

明るいとくしまの実現
青年会議所の理念に「明るい豊かな社会」の実
現があります。徳島青年会議所が阿波踊りの如く
ときには勇猛に、時にはしなやかに活動、運動を行
い、市民に「粋」な心が宿ればどうなるでしょう
か。まちの人々に「笑顔」が溢れる。「明るいと
くしま」が実現され、まちが躍動する。そんな世の
中を我々は目指しています！

まちづくり

笑
顔
お
ど
る

「
粋
」
な
、ま
ち
！

明
る
い
と
く
し
ま
の
実
現

ひとづくり

組織づくり

未来の

豊かな

安心で

文化で

健康で

つながる

修　練

奉　仕

友　情

機　会 脅　威

◎強固な組織や多岐にわたるネットワーク基盤
◎６０年間のまちづくりノウハウ
◎確立された意志決定の伝達系統
◎組織の柔軟性・瞬発力
◎組織力・団結力がある
◎イノベーション能力が高い
◎四国NO.１を誇る会員数=予算増

強　み 弱　み

（2）徳島の「機会・脅威」「強み・弱み」 ※外部の分析

◎地方創生への権限拡大
◎交通網整理による広域交流の活発化
◎観光ビジネスエリアの拡大
◎情報技術革新による地方の情報発信
◎市内の人口密度が高い
◎四国新幹線構想
◎阿波踊り等による経済効果

◎人口減少、生産労働人口の減少
◎少子高齢化
◎近年起こるとされる南海トラフ大地震
◎消費者の大都市圏への流出
◎市一点集中型
◎人のつながりが希薄になっている
◎温暖化による影響

◎若者の帰県率の低さ
◎総合交通体系確立の遅れ
◎中核都市になっていない
◎中心市街地の空洞化
◎ホテル、旅館軒数全国下位
◎日帰り観光客の増加

機　会 脅　威

◎自然豊かな都市
◎歴史と風土の育てた徳島独自の文化
◎景観面の環境充実
◎プロスポーツへの意識向上（活性化）
◎過疎地再生モデルケース
◎ L E Dによる地域活性化

強　み 弱　み
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我々、徳島青年会議所は歴史と伝統ある組織であり、徳島の青年
世代の代表組織として日々運動しています。存在意義は郷土徳
島を誰よりも知り、誰よりも愛し、自らがまちのために積極的に
行動することです。

これからも民間団体の中核として、まちづくり、ひとづくり、組織
づくりを推進して参ります。まちに明るい未来を示し、人々と想い
を共有し、利他の精神とともに品格ある誇り高き団体として歩ん
で参ります。徳島青年会議所のメンバー一人ひとりが資質向上
を意識し、輝いていれば、真の人間力を構築することが出来ると
考えます。

そして地域に愛され、頼られる団体として、何事も徳島青年会議
所が先導し、明るい豊かな社会の実現に向けて邁進し続けてい
かなくてはなりません。

我々の運動に限界はありません。熱い想いや夢を抱いて理想を
追求し行動することは我々青年に与えられた使命であり責任で
あります。自ら限界を設けることなく、無限の可能性を常に意識
していくことで、まちの中でもっと大きな存在になっていけると
信じています。

こうしたことを常に念頭に置き、大胆な発想力や行動力を忘れる
ことなく、地域社会の正しい発展、より良き社会の実現を目指し
てお互いの友情を深め、自己研鑚を通して青年経済人として、こ
れからも邁進して参ります。

良き伝統は継承しながらも、これまでの運動に縛られることな
く、時代の変革とともに新しい可能性へチャレンジを果敢にして
いくことで、新たな我々の目指すべき姿が明確に見えてくると考
えます。徳島青年会議所の輝ける未来のために志高く運動して
いきます。

笑顔おどる「粋」な、まち！ ～明るいとくしまの実現～

出典一覧
・徳島市まちづくり総合ビジョン

・徳島県の経済と産業

・徳島青年会議所５０周年補完計画

策定までの流れ
 ・４月 １９日： 第一回中長期戦略会議

 ・４月 ２８日： 第二回中長期戦略会議

 ・５月 １５日： 第三回中長期戦略会議

 ・６月 ５日： 第一回中長期分科会

 ・６月 １２日： 第二回中長期分科会

おわりに
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